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   An 81-year-old woman was admitted to our hospital with left flank pain. Excretory urography 
revealed left hydronephrosis. Abdominal computed tomography (CT) revealed alarge heterogenous 
tumor in the upper pole and marked hydronephrosis and hydroureter in the lower portion of the left 
kidney. Left total nephroureterectomy was performed under the diagnosis of renal pelvic and ureter 
tumor. The pathological diagnosis was of renal cell carcinoma (spindle type, grade 3) in the kidney 
and transitional cell carcinoma (grade 2) in the ureter. Postoperative chemotherapy was not given. 
Convalescence was uneventful and fifteen months after the operation she is alive with no recurrence or 
metastasis. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 735-737, 1996) 














査 にて左水腎症,左 腎腫瘍疑 いで,同 年10月26日,入
院 した.
入 院 時 現 症:身 長147cm,体 重37kg,血 圧
152/86mmHg.表在 リンパ節触知 せず 左肋骨 弓下
に手拳大の腫瘤 を触知 した.




画像 所見:IVPで は左 腎は上極が描 出 されず,下
極 に水腎症が認 め られた.超 音波 で左腎下極に著明 な
水腎 を認め上極 に境界不明瞭,内 部不均一 な像 を認 め
た.ま た腹部CTで は左 腎上極 に内部不均 一で造影
され る腫 瘤 と著 明 な 水腎 水 尿 管 を認 め(Fig.1),
MRIで は左腎上極 にT2強 調像で高信号 となる内部
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type,grade3,INFbeta,pT2の腎 細 胞 癌 で あ った
(Fig,3A).尿管 の腫 瘍 はpapillary,invasivetyPe,
G2>G3,INFbeta,pT3b,P良0,pLO,pVOの移行 上
皮癌であ った(Fig.3B).以上 か ら腎細胞癌 と尿管移
行上皮癌 の重複 癌 と診 断 した.術 後 は高齢 で ある こ
と,転 移が認め られなかった ことか ら特 に補助療法 は






経過:以 上から左 腎孟腫瘍 と左尿管腫瘍 と診断 し,
ll月16日全麻 下に経腰式左 腎尿 管全摘 除術 を施行 し
た.摘 除標本の重量 は350gで腎の大 きさはll×8.8
×5.8cm,尿管 の長 さは15.5cmであ った.割 面で
は腎上極 に9.8×6.5cmで淡黄色充実性 の腫瘍 を認















泌尿器科領域 では腎癌 や尿管癌 は稀 な疾患 ではない
が,そ れ らの重複癌症例 とくに同側同時性 の腎癌お よ
び尿管癌は本邦で は現在 まで9例 が報告 されて いるに
す ぎない1～9)重複癌 とはWarrenとGatesによれ ば
(1)各腫瘍 は一定の悪性像 を呈す こと,(2)それぞれ
別個の腫瘍が離れて存在す ること,(3)ひとつの腫瘍
が他の腫瘍の転 移でないことと定義 されてい る1)ま
た,重 複癌 を同時性,異 時性 とい う時間的区別 をす る
場合,6カ 月11)または1年12)を基準 と してい るよ う
である.自 験例 を含 む本邦10例について まとめてみる













榛葉,ほ か:腎 癌 一尿管癌 737
は50歳か ら81歳(平均67.7歳)であた.主 訴 は血尿が
5例 と多 く,つ いで側腹痛が3例 であった.術 前 に正
しく診 断可能であ った症例 は2例 のみで,尿 管腫瘍 と
診断 した ものが3例,腎 孟尿管腫瘍2例,腎 嚢胞尿管
管腫瘍1例,腎 尿管結石1例,不 明1例 であ り,正 確
に術前診断 された症例 は少 なか った.自 験例で も腎孟
尿管腫瘍 と診断 された.手 術 は一期 的に腎尿管全摘術
を施行 した もの6例,二 期的 に行 った もの1例,不 明
1例,剖 検2例 であ った.ま た,報 告上 では術後補助
療 法 を施 行 した症 例 は1例 のみ で,化 学療 法(M-
VAC)が 行わ れていた.き わめて稀で あるため術前
診断が くだせず,手 術方法や補助療 法に基準 はな く,
また予後に関 して は不 明であ る.
通常 この ような重複癌 の場合 どち らに重点 をお き治
療 を行 うかが問題 となる.こ の場合,癌 の悪性度 とお
よび進展度,転 移の有無 などを考慮 し手術や補助療法
を決定するこ とが多い.自 験例は81歳と高齢 であった
こと,転 移 を認めなかったことな どか ら手術療法単独
で リンパ節郭清や補助療法 は行わない方針 とした.ま
たstagcがほぼ同 じ場合,一 般 的に腎癌 よ り腎孟尿管
腫瘍 の方が予後が悪 いため13'15),尿管癌 に対 して優
先 的に補助療法 を行 うべ きである と考 えている.
自験 例 は術 前 に 免 疫 抑 制 酸 性 蛋 白(immuno-
suppressiveacidicprotein,以下IAP)が 高値 を示 し
たが術 後2日 目に は894U/mi(正常値500U/ml以
下),現 在 は正常値範囲内 となっている.IAPは 腎細
胞癌 における腫 瘍体積16)や腫瘍 径17)に相 関す るとい
われている.腫 瘍径 に関 してIAPが 異常値 を示す場
合,長 径 が4cm以 上 のこ とが多 く17),自験例 も同様
で あった.術 後のIAP上 昇 は転 移,再 発 の可能性 を
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